
工
場
の
敷
地
に
民
営
の
遊
園
と
し
て
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

当
時
の
あ
ら
か
わ
遊
園
は
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
が
楽
し
め
る
行
楽
地
・
避
暑
地
と

し
て
「
城
北
の
名
園
」
と
謳
わ
れ
る
ほ
ど
で

し
た
。

中
央
の
観
月
橋
ぎ
わ
に
は
竜
宮
館
が
、
北

側
の
川
岸
沿
い
に
は
本
家
茶
屋
の
檜
御
殿
が

あ
り
、
建
築
美
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
園
内
に
く
ま
な
く
張
り
巡
ら
さ
れ

た
掘
割
と
水
上
建
築
は
、
大
滝
の
清
流
と
と

も
に
納
涼
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
大
浴
場
や
映
画
館
、
水

上
自
転
車
や
飛
行
塔
な
ど
、
子
ど
も
向
け
の

乗
り
物
や
運
動
器
具
も
完
備
し
、
動
物
園
で

は
猿
、
熊
、
鶴
、
孔
雀
な
ど
が
飼
育
さ
れ
て

“
名
園
”
と
謳
わ
れ
た
一
大
行
楽
地

小
さ
な
子
ど
も
の
い
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
を

中
心
に
、
区
内
外
か
ら
も
多
く
の
人
が
訪
れ

る
「
あ
ら
か
わ
遊
園
」。
都
心
に
あ
る
と
い

う
立
地
条
件
や
レ
ト
ロ
な
趣
の
遊
園
地
と
い

う
こ
と
で
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
Ｃ
М
、
情
報

番
組
、
雑
誌
な
ど
、
年
間
数
十
件
も
の
媒
体

に
登
場
し
て
い
ま
す
。

今
年
８
月
に
開
園
65
周
年
を
迎
え
た
あ
ら

か
わ
遊
園
は
、
昭
和
25
年
に
都
内
初
の
区
立

遊
園
地
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

大
正
時
代
の
初
頭
、
現
在
の
あ
ら
か
わ
遊

園
の
地
に
は
レ
ン
ガ
工
場
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
出
火
に
よ
り
レ
ン
ガ
工
場
の
施
設

が
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
大
正
11
年
、

今
年
で
開
園
65
周
年
を
迎
え
た
都
内
唯
一
の
区
立
遊
園
地
、
あ
ら
か
わ
遊
園
。

誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
楽
し
く
利
用
で
き
る
場
所
と
し
て
、

小
さ
な
子
ど
も
の
い
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
を
中
心
に
区
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
、
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
あ
ら
か
わ
遊
園
の
歴
史
と
魅
力
を
探
り
ま
す
。
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安
心
し
て
楽
し
く
利
用
で
き
る
遊
園
地

あらかわ遊園のシンボル、隅田川を見下ろ
す観覧車からは、晴れた日には東京スカイ
ツリーや遠く富士山も望むことができる

“
城
北
の
名
園
”か
ら
子
ど
も
の
オ
ア
シ
ス
へ

　
　
〜
笑
顔
いっ
ぱ
い
家
族
で
安
心
し
て
楽
し
め
る
遊
園
地
、あ
ら
か
わ
遊
園
〜

マスコットキャラクター、
ミーアキャットの「ユウく
ん」と「ミミちゃん」。名
前は、平成３年に252件の
応募の中から選ばれた
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た
あ
ら
か
わ
遊
園
も
、
昭
和
初
期
の
不
景
気

に
よ
る
経
営
難
や
戦
争
に
よ
り
閉
園
す
る
こ

と
に
な
り
、同
時
に
所
有
も
移
り
変
わ
り
、終

戦
後
も
し
ば
ら
く
は
放
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
荒
川
区
で
は
「
児
童
の

た
め
の
健
全
な
社
会
環
境
の
育
成
」
を
目
標

と
し
た
遊
園
の
再
建
運
動
が
展
開
さ
れ
、
そ

と
し
た
遊
園
の
再
建
運
動
が
展
開
さ
れ
、
そ

と
し
た
遊
園
の
再
建
運
動
が
展
開
さ
れ
、
そ

れ
を
受
け
て
昭
和
24
年
に
工
事
を
開
始
、
翌

年
に
工
事
を
開
始
、
翌

年
８
月
、
都
内
初
の
区
立
遊
園
と
し
て
開
園

年
８
月
、
都
内
初
の
区
立
遊
園
と
し
て
開
園

す
る
に
至
り
ま
し
た
。

当
時
の
敷
地
面
積
は
７
２
２
８
坪
、

時
の
敷
地
面
積
は
７
２
２
８
坪
、

東
西
に
最
長
２
５
０
ｍ
、
南
北
で
は
１

東
西
に
最
長
２
５
０
ｍ
、
南
北
で
は
１

４
６
ｍ
の
長
方
形
の
園
内
に
、
飛
行

４
６
ｍ
の
長
方
形
の
園
内
に
、
飛
行

塔
・
豆
汽
車
・
豆
自
動
車
・
木
馬
な
ど

塔
・
豆
汽
車
・
豆
自
動
車
・
木
馬
な
ど

塔
・
豆
汽
車
・
豆
自
動
車
・
木
馬
な
ど

の
遊
戯
施
設
や
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー

の
遊
戯
施
設
や
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー

ト
・
プ
ー
ル
な
ど
の
体
育
施
設
の

ト
・
プ
ー
ル
な
ど
の
体
育
施
設
の

ほ
か
、小
動
物
園・花
園・薬
草
園・

ほ
か
、小
動
物
園・花
園・薬
草
園・

売
店
な
ど
も
あ
り
、
一
大
楽
天
地

売
店
な
ど
も
あ
り
、
一
大
楽
天
地

と
し
て
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
昭
和

と
し
て
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
昭
和

28
年
度
の
入
園
者
は
、

年
度
の
入
園
者
は
、
36
万
人

以
上
に
も
上
っ
た
そ
う
で
す
。

以
上
に
も
上
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
大
温
室
、
弓
道
場

そ
の
後
、
大
温
室
、
弓
道
場

が
新
設
さ
れ
、
昭
和

が
新
設
さ
れ
、
昭
和
61
年
に
は

開
園
か
ら
30
年
以
上
が
過
ぎ
老

年
以
上
が
過
ぎ
老

朽
化
も
見
ら
れ
た
た
め
、
全
面
改
造
工
事
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

釣
り
堀
や
「
ど
う
ぶ
つ
広
場
」「
の
り
も

の
広
場
」
な
ど
が
造
成
さ
れ
、
平
成
２
年
４

月
に
は
園
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
観
覧
車
や

「
ス
カ
イ
サ
イ
ク
ル
」「
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン

ド
」
な
ど
が
新
設
、
ク
ラ
フ
ト
ハ
ウ
ス
（
現

ド
」
な
ど
が
新
設
、
ク
ラ
フ
ト
ハ
ウ
ス
（
現

在
の
「
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス
」）
や
「
水
あ
そ

在
の
「
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス
」）
や
「
水
あ
そ

び
広
場
」「
ア
リ
ス
の
広
場
」
な
ど
が
完
成

び
広
場
」「
ア
リ
ス
の
広
場
」
な
ど
が
完
成

し
、
新
生
あ
ら
か
わ
遊
園
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
、
新
生
あ
ら
か
わ
遊
園
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
水

し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
水

上
ス
テ
ー
ジ
で
薪
能
が
演
じ
ら
れ
、
来
場
者

上
ス
テ
ー
ジ
で
薪
能
が
演
じ
ら
れ
、
来
場
者

は
３
万
人
と
盛
大
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

は
３
万
人
と
盛
大
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
」
や
地
下
駐

さ
ら
に
「
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
」
や
地
下
駐

さ
ら
に
「
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
」
や
地
下
駐

車
場
が
整
備
さ
れ
、
平
成

車
場
が
整
備
さ
れ
、
平
成
11
年
に
は
入
園
者

が
延
べ
２
０
０
０
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

が
延
べ
２
０
０
０
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

平
成
1616
年
に
は
「
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
」、

そ
し
て
翌
平
成

そ
し
て
翌
平
成
17
年
に
は
、〝
日
本
一
遅
い
〞

と
人
気
の
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
タ
ー
」
を

と
人
気
の
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
タ
ー
」
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
以
降
現
在
に
至
る
ま
で

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
以
降
現
在
に
至
る
ま
で

多
く
の
家
族
連
れ
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
家
族
連
れ
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

平
成
2222
年
10
月
に
は
、
昭
和
25
年
に
区
の

運
営
と
な
っ
て
か
ら

運
営
と
な
っ
て
か
ら
60
周
年
を
迎
え
た
こ
と

を
記
念
し
、
感
謝
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

を
記
念
し
、
感
謝
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
水
上
バ
ス
ク
ル
ー
ズ
や

昔
な
が
ら
の
街
頭
紙
芝
居
、

大
道
芸
や
地
元
町
会
の
人
々

に
よ
る
獅
子
舞
な
ど
、
地
域

住
民
も
大
勢
参
加
し
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

安
心・安
全
な
楽
し
く
遊
べ
る
遊
園
地

平
成
23
年
に
は
、
都
電
模
型
や
昔
懐
か
し

い
都
電
関
連
の
品
々
を
常
設
展
示
す
る
「
下

町
都
電
ミ
ニ
資
料
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
鉄
道
模
型
運
転
場
は
、
小
学
生
以
下
の

児
童
を
対
象
に
無
料
で
Ｎ
ゲ
ー
ジ
の
運
転
が

で
き
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
で
す
。

ま
た
、
こ
の
資
料
館
は
鉄
道
マ
ニ
ア
の
大

人
に
も
評
判
で
、
遠
方
か
ら
こ
の
資
料
館
の

た
め
に
来
園
す
る
人
も
い
る
そ
う
で
す
。

そ
れ
以
外
に
も
あ
ら
か
わ
遊
園
で
は
ポ
ニ

ー
に
乗
っ
た
り
、
ウ
サ
ギ
や
ヒ
ツ
ジ
な
ど
と

触
れ
合
え
る
ほ
か
、
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け

て
は
ミ
ー
ア
キ
ャ
ッ
ト
、
ヤ
ギ
、
カ
ピ
パ
ラ

い
ま
し
た
。

当
時
、
銭
湯
に
入
る
の
に
５
銭
か
か
っ
て

い
た
時
代
、
あ
ら
か
わ
遊
園
の
入
園
料
は
大

人
30
銭
で
し
た
。

都
内
初
の
区
立
遊
園
地
が
誕
生

し
か
し
昭
和
に
入
り
、

し
か
し
昭
和
に
入
り
、

か
つ
て
一
大
行
楽
地
と
し

て
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い

荒川区荒川区荒川区荒川区荒川区荒川区
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あらかわ遊園園内MAPあらかわ遊園園内MAPあらかわ遊園園内MAPあらかわ遊園園内MAP

“日本一遅い”のが売りの（？）いも虫型のジェットコースター。
３歳児から乗車可能なので、小さな子どもを連れたファミリー層
に人気。１周約138メートルのコースを２周する
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の
赤
ち
ゃ
ん
が
次
々
と
誕
生
し
、
お
披
露
目

さ
れ
ま
し
た
。
園
内
で
は
、
こ
う
し
た
動
物

た
ち
の
愛
く
る
し
い
姿
を
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
あ
ら
か
わ
遊
園
は
、
小
さ
な

子
ど
も
で
も
楽
し
め
る
乗
り
物
や
動
物
た
ち

と
触
れ
合
え
る
広
場
な
ど
、
家
族
連
れ
が
安

心
し
て
楽
し
め
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
遊
園
地

と
し
て
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
々
か
ら
愛
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

小
さ
な
子
ど
も
の
い
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
か

ら
は
、「（
他
の
遊
園
地
だ
と
年
齢
や
身
長
制

限
等
で
条
件
に
満
た
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
た

め
）
乗
れ
る
乗
り
物
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
よ

か
っ
た
」「
乗
り
物
だ
け
で
な
く
、
動
物
と
触

れ
合
え
た
り
、
エ
サ
を
あ
げ
ら
れ
た
り
で
き

た
の
が
よ
か
っ
た
」
と
い
う
意
見
が
多
く
上

が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
入
園
料
が
大
人
２
０
０
円
・
小
中

学
生
１
０
０
円
（
春
・
夏
・
冬
休
み
を
除
く

平
日
は
小
中
学
生
の
み
無
料
）
と
安
い
た
め
、

気
軽
に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
点
も
人
気
の

高
さ
だ
と
い
え
ま
す
。

あ
ら
か
わ
遊
園
は
歴
史
が
あ
る
と
こ
ろ
な

の
で
、
小
さ
い
頃
に
連
れ
て
き
て
も
ら
っ
た

遊
園
地
に
今
度
は
自
分
が
子
ど
も
を
連
れ
て

来
る
と
い
っ
た
、
親
子
三
代
で
昔
を
懐
か
し

み
な
が
ら
来
園
す
る
家
族
も
多
い
よ
う
で
す
。

荒
川
区
で
は
、
あ
ら
か
わ
遊
園
を
区
が
誇

る
貴
重
な
観
光
資
源
の
ひ
と
つ
と
し
て
捉
え
、

区
内
外
の
人
が
今
後
も
安
心
し
て
楽
し
く
利

用
で
き
る
施
設
と
し
て
、
さ
ら
に
維
持
管
理

や
施
設
の
充
実
を
図
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い

ま
す
。
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平成29年春開設予定平成29年春開設予定

「ゆいの森あらかわ」複合施設

あらかわ遊園ニュース
街頭紙芝居がやって来る！
　戦前に生まれた街頭紙芝居は、テレビのない時代、子どもたちの娯楽として人気でした。路地や公園で、子どもたちは目を輝かせて紙芝居に夢中になっていました。あらかわ遊園では、そんな街頭紙芝居を毎月第２土曜日の午後に見ることができます。
　紙芝居を見た子どもたちからは、「楽しかった」「また見たい」といった感想
が多く聞かれます。ま
た、年配の方では、
「昔見た『黄金バット』
を今見ることができて
懐かしかった」と当時
を懐かしく思い出して
いる方が多くいます。

あらかわ遊園ニュース

かわいい赤ちゃんが
続々と生まれています！
　昨年７月に遊園のマスコットキャ

ラクターにもなって

いるミーアキャットの赤ちゃんが、
そして今年５月には

カピパラの赤ちゃんが誕生しました
。遊園にはこのほかに

も動物たちがいっぱいいます。ウサ
ギやヒツジにさわっ

たり、ポニーに乗ったり、愛らしい動
物たちに癒されます。

カピパラ ミーアキャット

　区では、図書館・吉村昭記念文学館・子ど
も施設が一体となった「ゆいの森あらかわ」
を平成29年春に開設する予定です。
　赤ちゃんから高齢者まですべての世代の人
が利用できる施設で、老朽化が進んだ荒川図
書館の建替えに伴う場として約60万冊の蔵
書を備えた図書館、荒川区出身で「戦艦武
蔵」「関東大震災」「ポーツマスの旗」などで
著名な作家・吉村昭氏を記念する文学館、理
科実験やワークショップなどを体験できる子
ども施設が融合したこれまでにない新しいタ
イプの複合施設です。

　施設は、図書館・文学館・子ども施設を区
切らず一体的に運用し、例えば、子どもたち
が施設内で遊び感覚で体験したことから興味
を持ち、そのまま本で調べることができるの
もこの施設ならではです。
　また、施設内には、さまざまな用途で利用
できる席として約800席の座席を整備する予
定です。利用者は、木蔭の読書席や大きな資
料を広げられるテーブル席、書架の傍らのス
ツール席、間仕切りの付いた個別席、グルー
プ学習席、親子の飲食スペースなどで自由に
時間を過ごすことができます。

「ゆいの森あらかわ」完成イメージ

魚つり広場
４歳以上の子どもから利用できる釣り堀４歳以上の子どもから利用できる釣り堀４歳以上の子どもから利用できる釣り堀４歳以上の子どもから利用できる釣り堀
と、16歳以上から利用できるへら鮒池と、16歳以上から利用できるへら鮒池と、16歳以上から利用できるへら鮒池と、16歳以上から利用できるへら鮒池
の２つがあり、へら鮒池は特に大人が楽しの２つがあり、へら鮒池は特に大人が楽しの２つがあり、へら鮒池は特に大人が楽しの２つがあり、へら鮒池は特に大人が楽し
める都会の釣り堀で、のんびりと休日をめる都会の釣り堀で、のんびりと休日をめる都会の釣り堀で、のんびりと休日をめる都会の釣り堀で、のんびりと休日を
過ごすのに最適な場所です。子どもを連過ごすのに最適な場所です。子どもを連
れてきたお父さんもしっかり楽しめます。れてきたお父さんもしっかり楽しめます。

都電一球さん号都電一球さん号
入口付近のいこいの広場には、都電荒川入口付近のいこいの広場には、都電荒川入口付近のいこいの広場には、都電荒川入口付近のいこいの広場には、都電荒川
線6000形車両最後の１台である6152線6000形車両最後の１台である6152線6000形車両最後の１台である6152線6000形車両最後の１台である6152
号車が展示されています。車体のヘッド号車が展示されています。車体のヘッド号車が展示されています。車体のヘッド号車が展示されています。車体のヘッド
ランプが丸く、一つであることから「一ランプが丸く、一つであることから「一ランプが丸く、一つであることから「一ランプが丸く、一つであることから「一
球さん」とも呼ばれた貴重な車両です。球さん」とも呼ばれた貴重な車両です。

昔ながらの面影昔ながらの面影
入園口やふれあいハウス、スワンの池に入園口やふれあいハウス、スワンの池に入園口やふれあいハウス、スワンの池に入園口やふれあいハウス、スワンの池に
架かる橋などのレンガを基調とした建築架かる橋などのレンガを基調とした建築架かる橋などのレンガを基調とした建築架かる橋などのレンガを基調とした建築
物や、園路沿いの掘割などは、“城北の物や、園路沿いの掘割などは、“城北の物や、園路沿いの掘割などは、“城北の物や、園路沿いの掘割などは、“城北の
名園”と謳われた大正時代の面影をイメ名園”と謳われた大正時代の面影をイメ名園”と謳われた大正時代の面影をイメ名園”と謳われた大正時代の面影をイメ
ージしたつくりになっています。レトロージしたつくりになっています。レトロ
な昔の面影を見つけてみてはいかがでしな昔の面影を見つけてみてはいかがでし
ょうか。

おすすめスポット
広報
担当
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